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学間の垣根を越えた人的ネットワークがもたらす本学への効果－．富山大学学際交流会 ポスターエントリ ；ー2014 
Mar 10；富山． 
11)  八田秀樹．超音波照射を応用した迅速で安定した神経・髄鞘染色－プロトコールの確立－．生物学技術研究会；2014 
Feb 20-21；岡崎． 
12)  井村穣二．開業医にも知っておいて頂きたい病理の知識．杏林大学医学部同窓会群馬県支部会；2014 Feb 22；高崎． 
13)  林 伸一．神経内分泌腫瘍の病理－最近の知見と各臓器における取り扱い．第 31 回日本臨床細胞学会富山県支部学
術集会；2014 Feb 15；富山． 
14)  小梶恵利，堀 隆，木屋千恵子，浜田桂司，野本一博，石井陽子，濱島 丈，笹原正清，林 伸一，常山幸一，中
嶋隆彦，三輪重治，井村穣二．術前の穿刺細胞診で神経内分泌分化を疑った乳癌の一例．第 31 回日本臨床細胞学会
富山県支部学術集会；2014 Feb 15；富山． 
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